
公益社団法人 日本建築積算協会・情報委員会

「BIM を活用した積算・コストマネジメントの環境整備」協議会

（建築BIM推進会議 第４部会）

第５回（令和３年11月30日 10:00～12:00）

BSIJマスコットキャラ
宝積（ほづみ）さん

本⽇(11⽉30⽇)の予定
10:00〜 開会

10:05〜10:15 2021年度BSIJ協議会の活動について

10:15〜10:45 2021年度BSIJ情報委員会の中間報告

10:45〜11:15 各作業チームからの経過報告

11:15〜11:30 経過報告に関する質疑応答

11:30〜11:40 今後のBSIJ協議会(部会4)の活動について

11:40〜11:55 全体に対する質疑応答および事務連絡等

12:00 閉会



2021年度活動中間報告
BSIJ協議会（国⼟交通省建築BIM推進会議部会4）

部会４
2020年度

2021年度 2022年度
上期 実施内容 下期 実施予定

各年度の
実施内容
（概要）

・国外における建築分類体系の
翻訳と内容の整理

・BIMオブジェクトと分類の対
応に係る調査分析

・国内分類体系の素案策定と
モデル事業への適⽤
・他の部会と連携し、成果を
BIMオブジェクトへ実装

他の部会と連携し、モ
デル事業に適⽤した結
果を踏まえた実践的な
分類体系の策定を⾏う

国交省や他の部会、関
連団体等と連携し、活
動成果を市井に普及さ
せるための活動を⾏う

実施内容
（詳細）

1）国外における建築分類体系の
翻訳と内容の整理。業務と照ら
し合わせた上での問題点等の整
備

2）BIMオブジェクトの分類への
対応に係る調査分析を⾏い、

Uniclass2015と概念的分類との
関係を取りまとめる

モデル事業(過去の実案件)を設
定し、これに上半期で策定し
た分類体系を適⽤し課題の抽
出と体系の⾒直しを⾏い、年
度末に報告書にまとめる。建
築分類体系利⽤⽅法の提案、
そしてメリットが出てくる環
境の提案

国際標準に則ったBIM
モデル標準化案の策定
と実証実験の完了

国際標準に則ったBIM
モデルの確定と普及啓
蒙活動の展開

成果・⽬標

（注：特に20年度末の成果物等を具体的に記⼊）

・Uniclass2015をベースとしたBIM分類体系標準案の策定を⾏う
・モデル事業を設定し、建築分類体系の検討を⾏う
・2020年度のモデル事業の成果を検証し、次年度以降の検討課題

をまとめる
・モデル事業適⽤後の成果を、NBSと連携するための整理を進め

る
（※⽇本でUniclass2015を活⽤するための助⾔や⽀援をいただく

ことを⽬的とした協定を、NBSと積算協会で締結した）
・建築分類体系利⽤⽅法の提案

・分類体系 Uniclass2015 ⽇本語訳の公開とパブコメ実施（R3年1
⽉末迄） http://www.bsij.or.jp/info/bsijconference.html

・部会２〜５と連携し
たガイドライン案の策
定を⾏う
・設備概算のステージ
毎の考え⽅と項⽬の整
理を⾏う

前年度の作業継続と新
年度⽬標に則した活動
を実施する



国⼟交通省 建築BIM推進会議Webサイトより https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/kenchikuBIMsuishinkaigi.html

国⼟交通省 建築BIM推進会議Webサイトより https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/kenchikuBIMsuishinkaigi.html





BSIJ情報委員会活動中間報告
分類体系WG ＆ 各チームからの報告

2021年度後半の活動予定
• BIMによる将来像を実現するため、建築業界は今後、BIM活⽤

環境の整備に係る取組を、以下の⽅針に従って進める

• 分類体系WG（翻訳・LOC・設備の各チーム）は連携して作業を継続
• Uniclass2015⽇本語版Web検索システム試作版を

公開 (予定) → 積算協会BSIJ協議会HPで試⾏ →

• 次回のBSIJ協議会(部会4)は、2022年3⽉を予定
(2021年度活動成果の報告)



分類体系について

「価値」を多くの国⺠が享受できるようにするには、
建物情報を記述する“共通⾔語”を整備する必要がある。

1. デジタルデータとして機械処理できること（コード化）
2. 情報が⼀意に表現できること（Uniclass2015と分類情報の組合せ）
3. 建設業界内で共有されること（建築BIM推進会議への期待）
4. ⽇本語表現には別途マッピングが必要である（情報は⼈へ届く）

国交省資料より
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分類体系について
• 図書館で…

図書館に本を探しに来た⼈は、⽇本⼗進分類法の番号に従って本棚を探せば、
⽬的の本に容易にアクセスできる（全国どこの図書館でも共通に探せる）。

• 建設プロジェクトで…
建設業務でBIMデータを扱う⼈は、建設分類体系の番号に従って情報を抽出できれば、
⽬的の情報に容易にアクセスできる（Uniclass2015 で世界共通）。
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分類体系について
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Co
Complex

Ac
Activities

SL
Space/Location

En
Entities

EF
Elements/Functions

Ss
Systems

Pr
Products

構成の分類体系（物理的分類）
建物を⽤途から部位、部品まで定義

BIMオブジェクトと
対応するテーブル

仕様書との対応

利⽤の分類体系（概念的分類）
業務に適した内訳で情報を再構成

概算（部分別内訳書）
（例：UniFormat）

積算（⼯種別内訳書）
（例：MasterFormat）

中⻑期修繕計画
（例：UniFormat）

維持保全業務
（例：COBie）

資産マネジメント
（例：ICMS）

情
報
の
利
⽤
⽬
的
に
応
じ
て
オ
ブ
ジ
ỽ
ク
ト
に
追
記
す
る

BIMオブジェクト

⽤途や部屋など空間構成情報テーブル

分類体系について
分類体系
Uniclass2015
EF_30_10 Roofs 屋根
Ss_30_40_30_52 Mastic asphalt inverted roof covering systems アスファルト防⽔外断熱システム

Pr_35_31_66_50 Mastic asphalt (MA) primers アスファルトプライマー
Pr_25_57_08_08 Bitumen sheets アスファルトルーフィング
Pr_35_31_05_72 Roofing, tanking and flooring mastic asphalt (MA) アスファルト
Pr_25_71_63_29 Extruded polystyrene (XPS) boards ポリスチレンフォーム断熱材
Pr_25_57_65_63 Polyethylene sheets ポリスチレンシート
Pr_20_31_16_56 Normal-class concretes 普通コンクリート
Pr_20_31_04_31 Fine lightweight aggregates for concrete and mortar 軽量⾻材
Pr_25_57_56_95 Welded metal mesh 溶接⾦網
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情報委員会

理事会 →

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

委員会の開催 1 2 3 4

(1) 分類コードWG：村瀬主査

Uniclass2015のPrテーブルの翻訳精査・更新対応

日本の商習慣に合わせた概念的分類体系の検討

LOC（Level of costing）の考え方の確立

設備分野の分類体系を利用した概算手法の検討

（２） ユースケースWG：菊野主査

BIMモデル・連携事業を題材とした実践的調査

DRM、スペックシートの可能性の深掘り

NBSとの定期的な意見交換 ◆ ◆

（３） BSIJ協議会：森谷座長

他部会および関連団体との調整（適宜）

協議会開催 ◆ ◆

建築BIM推進会議 ◆ ◆

塚原委員長 志手
担当

副会長
森谷 事務局

PRISM業務
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10 11 12 1 2

<2021年度PRISM業務>
ＢＩＭオブジェクトの分類に供する建築分類体系に係る調査業務

1) 国際的協調のための建築分類コード体系の翻訳および改訂部分の更新対応
#翻訳チーム主体：⽥中, 菊野, 岩松, 三上, 村瀬, ⾕内

2) 建築分類コード体系の対応表作成と対応表を活⽤したコスト概算⼿法の整理
#LOCチーム主体：⽐嘉, 飯島, ⼤越, ⼩室, ⿑藤, 須⾙, ⾼⽥, 髙橋, 中嶋, 濱⽥, 柳⽥, 吉本, ⼭之⼝

3) 設備分野における既存の分類体系の事例収集と建築分類コード体系を⽤いたコスト概算⼿法の整理
#設備チーム主体：⾕内, ⾱, ⽯⽥, ⼩縣, 篠原, ⽵林, ⽵⾺, 北條, ⼾坂, obs.酒本

4) 分類体系を利⽤した概算⼿法の活⽤資料の試作
#広報チーム+翻訳チーム+ALL

5) 報告書作成 #ALL

マッピング 報告書作成S2, 3標準モデル活⽤事例作成

更新対応、第三者翻訳確認
パブコメ意⾒集約 等反映 報告書作成Pr, TE

翻訳精査

報告書作成S2, S3標準モデルでのコスト概算⼿法確⽴概念的分類の
実態調査

昨年度までの整理統合 ガイドライン案作成 報告書作成

統合 まとめ⽬次・総論

外部委託 報告書作成Webｼｽﾃﾑ要件定義

2/25〆

凡例
ー建研打合せ
ー本⽇
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翻訳チーム
PRISM業務
• NBS公開最新版更新対応
• Pr未精査項⽬、TEの翻訳
• 上記KT⽒、各種専⾨団体へ確認

WG検討内容
• Uniclass2015最新版_機械翻訳更新
• 上記テーブル間整合性確認
• LOCチームとUniclass2015マッピング案

調整
• Pr, Teテーブルの翻訳精査、第三者専⾨家

確認専⾨⼯事団体への翻訳内容詳細検討打
診・協議・翻訳精査

• NBSへの要望事項まとめ
• ⽇本語版Uniclass2015検索システム構築
• 継続メンテナンスの仕組みを検討
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LOCチーム
PRISM業務
• 国際的な建築分類コード体系の対応表

• 「建築⼯事内訳標準書式」（⼯種別内訳書およ
び部分別内訳書）の分類項⽬（種⽬、科⽬、中
科⽬、部位、名称、摘要、単位）に対応する、
Uniclass2015 における Ss および Pr の分類項
⽬（Code、Title の原⽂と翻訳⽂）の組み合わ
せを表形式で整理

• 対応表を⽤いたコスト概算⼿法
• S2, 3標準モデルを⽤いた対応表による

Uniclass2015 から建築⼯事内訳標準書式への変
換の効果と課題を整理

• 変換した部位・部材等の数量抽出の効果と課題
を整理

• 対応表およびコスト概算⼿法の概要をわかりや
すく説明する図や解説⽂

WG検討内容
• ⽇本の利⽤されている分類の構造化とデータ化
• ステージ別概算アウトプットのイメージ（部分別・⼯種別）
• 上記・サポートWGとのすり合わせ
• ステージ別概算アウトプットに合わせたLOC策定（計算式の整

理）
• LOCとUniclass2015のマッピング（S4公共⼯事標準内訳書式へ

のマッピング）
• S3に細⽬を抽象化、部分別化し、合成単価構成検討のうえ

Uniclass2015(Ss中⼼)を適⽤。S2もS3同様とする。S1はS2~4ま
でのUniclass2015情報から必要なm2単価等の抽出できるかどう
か検証

• 各ステージの概算アウトプットからRevitで必要な情報（設計三会
作成の設計BIMワークフローガイドラインも参照）を改めて整理

• S3標準モデルを使⽤したS3ユースケース作成（内訳書作成な
ど）

• S3標準モデルをS2モデルとして抽象化しS2ユースケース作成
• ※S3ではそれぞれの部位でモデリングし、S4では部材ごとにモ

デリングする考え⽅など、BIMモデル⼊⼒の仕⽅をどうするか、
ステージ間でのモデルのつなぎ⽅をどうするかという懸念も並⾏
検討
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設備チーム
PRISM業務
建築物の BIM データ等を活⽤することにより設備分野
のコスト概算が把握できる⼿法を確⽴するため、設備
分野の積算業務において実務者が⽤いている分類体系
の事例を収集・整理し、建築分類コード体系を利⽤し
たコスト概算⼿法の整理を⾏う。
• 設備分野の設計業務等における概念的分類実態調査

• 設備分野における⾒積書式等の事例を 6 件程度収集し⽐較分析
• 調査内容と Uniclass2015 との対応状況の分析

• コスト概算⼿法
• 設備分野における Uniclass2015 を利⽤したコスト概算⼿法整理
• Uniclass2015 を⽤いた設備資機材の数量の抽出、の 2 つについ

て効果と課題を整理

WG検討内容
• ステージ別概算⽅針すり合わせ
• ステージ別概算アウトプットのイメージ
• ステージ別概算アウトプットに合わせた

LOC策定
• 上記へのUniclass2015適⽤可能性検討
• LOCとUniclass2015のマッピング
• S3標準モデルを使⽤したS3ユースケース

作成（内訳書作成など）
• S3標準モデルをS2モデルとして抽象化し

S2ユースケース作成
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＊1 状況によってはS2ベースの考え⽅になることもある
※B材とは、ダクト・配管・及びその付属品など S4⺠間とS4公共についても違いあり

拾い例 S0
S1

（基本計画）
S2

（基本設計）
S3＊1

実施設計-1
S4

実施設計-2

受変電設備
⾮常⽤発電設備
電⼒貯蔵設備

拾いなし 建物⽤途別⾯積
×

建物⽤途別原単位

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
OR 機器能⼒原単位×設備容量 B材
：（建物⽤途別⾯積×建物⽤途別 原

単位）ーΣ主要機器

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
OR 機器能⼒原単位×設備容量
B材：簡易拾い集計×複合単価

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
B材：拾い集計×複合単価

幹線設備

拾いなし 建物⽤途別⾯積
×

建物⽤途別原単位

建物⽤途別⾯積
×

建物⽤途別原単位

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
B材：簡易拾い集計×複合単価

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
B材：拾い集計×複合単価

電灯設備
（照明コンセント

等）

拾いなし 建物⽤途別⾯積
×

建物⽤途別原単位

建物⽤途別⾯積
×

建物⽤途別原単位

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
B材：簡易拾い集計×複合単価

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
B材：拾い集計×複合単価

拡声設備
⾃⽕報設備

拾いなし 建物⽤途別⾯積
×

建物⽤途別原単位

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
B材：（建物⽤途別⾯積×建物⽤途別

原単位）ーΣ主要機器
OR Σ主要機器×〇％

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
B材：簡易拾い集計×複合単価

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
B材：拾い集計×複合単価

監視カメラ設備
⼊退室管理設備

拾いなし 建物⽤途別⾯積
×

建物⽤途別原単位

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
OR 主要機器台数単価×台数

B材：（建物⽤途別⾯積×建物⽤途別
原単位）ーΣ主要機器
OR Σ主要機器×〇％

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
B材：簡易拾い集計×複合単価

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
B材：拾い集計×複合単価

2021/08/25 （株）日本設計
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＊1 状況によってはS2ベースの考え⽅になることもある
※B材とは、ダクト・配管・及びその付属品など S4⺠間とS4公共についても違いあり

拾い例 S0
S1

（基本計画）
S2

（基本設計）
S3＊1

実施設計-1
S4

実施設計-2

空気調和設備

拾いなし 建物⽤途別⾯積
×

建物⽤途別原単位

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
OR 機器能⼒原単位×設備容量

⾮主要機器＋B材：（建物⽤途別⾯積×建
物⽤途別原単位）ーΣ主要機器

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
OR 機器能⼒原単位×設備容量

⾮主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
B材：簡易拾い集計×複合単価

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
⾮主要機器：メーカー⾒積もり×査定率

B材：拾い集計×複合単価

換気設備

拾いなし 建物⽤途別⾯積
×

建物⽤途別原単位

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
⾮主要機器＋B材：（建物⽤途別⾯積×建

物⽤途別原単位）ーΣ主要機器

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
⾮主要機器：メーカー⾒積もり×査定率

B材：簡易拾い集計×複合単価

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
⾮主要機器：メーカー⾒積もり×査定率

B材：拾い集計×複合単価

排煙設備

拾いなし 建物⽤途別⾯積
×

建物⽤途別原単位

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
⾮主要機器＋B材：（建物⽤途別⾯積×建

物⽤途別原単位）ーΣ主要機器

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
⾮主要機器：メーカー⾒積もり×査定率

B材：簡易拾い集計×複合単価

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
⾮主要機器：メーカー⾒積もり×査定率

B材：拾い集計×複合単価

自動制御設備

拾いなし 建物⽤途別⾯積
×

建物⽤途別原単位

メーカー⾒積もり×査定率 メーカー⾒積もり×査定率 メーカー⾒積もり×査定率

2021/08/25 （株）日本設計
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拾い例 S0
S1

（基本計画）
S2

（基本設計）
S3＊1

実施設計-1
S4

実施設計-2

衛⽣器具設備
拾いなし 建物⽤途別⾯積

×
建物⽤途別原単位

①メーカー⾒積もり×査定率
②建物⽤途別⾯積×建物⽤途別原単位

メーカー⾒積もり×査定率 メーカー⾒積もり×査定率

給⽔設備
拾いなし 建物⽤途別⾯積

×
建物⽤途別原単位

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
⾮主要機器＋B材：（建物⽤途別⾯積×建

物⽤途別原単位）ーΣ主要機器

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
⾮主要機器：メーカー⾒積もり×査定率

B材：簡易拾い集計×複合単価

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
⾮主要機器：メーカー⾒積もり×査定率

B材：拾い集計×複合単価

排⽔設備
拾いなし 建物⽤途別⾯積

×
建物⽤途別原単位

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
⾮主要機器＋B材：（建物⽤途別⾯積×建

物⽤途別原単位）ーΣ主要機器

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
⾮主要機器：メーカー⾒積もり×査定率

B材：簡易拾い集計×複合単価

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
⾮主要機器：メーカー⾒積もり×査定率

B材：拾い集計×複合単価

給湯設備
拾いなし 建物⽤途別⾯積

×
建物⽤途別原単位

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
⾮主要機器＋B材：（建物⽤途別⾯積×建

物⽤途別原単位）ーΣ主要機器

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
⾮主要機器：メーカー⾒積もり×査定率

B材：簡易拾い集計×複合単価

主要機器：メーカー⾒積もり×査定率
⾮主要機器：メーカー⾒積もり×査定率

B材：拾い集計×複合単価

消⽕設備
拾いなし 建物⽤途別⾯積

×
建物⽤途別原単位

メーカー⾒積もり×査定率 メーカー⾒積もり×査定率 メーカー⾒積もり×査定率

ガス設備
拾いなし 建物⽤途別⾯積

×
建物⽤途別原単位

メーカー⾒積もり×査定率 メーカー⾒積もり×査定率 メーカー⾒積もり×査定率

厨房機器設備
拾いなし 建物⽤途別⾯積

×
建物⽤途別原単位

メーカー⾒積もり×査定率 メーカー⾒積もり×査定率 メーカー⾒積もり×査定率

⾬⽔利⽤設備
拾いなし 建物⽤途別⾯積

×
建物⽤途別原単位

メーカー⾒積もり×査定率 メーカー⾒積もり×査定率 メーカー⾒積もり×査定率

※B材とは、ダクト・配管・及びその付属品など ＊1 状況によってはS2ベースの考え⽅になることもある
S4⺠間とS4公共についても違いあり

2021/08/25 （株）日本設計
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概算アウトプットは原則下記に準ずる LOC(LOD)は原則下記に準ずる

2021/12/22 情報委員会 14
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■従来の設計図書イメージ ■従来のコスト算出イメージ ■標準的なアウトプット（案）
①S1段階（基本計画）

意匠図：⼀般図
設備図：設備概要書

②S2段階（基本設計）
意匠図：⼀般図＋建具表ほか
設備図：設備概要書＋概略図（系統＋平⾯）

③S3段階（実施設計①-確定設計）
意匠図：S4に順ずる
設備図：S4に順ずる

④S4段階（実施設計②-詳細設計）
意匠図：実施設計図⼀式
設備図：実施設計図⼀式

《各ステージの設備概算アプトプットの整理（案）》 ⼩縣さん作成

・概算数量×複合単価

＊概算シートを使⽤
＊数量の優先順位

設計図書数量（概略拾い）
＞原単位数量（実績ほか）
＞数量なし（m2単価）

・⼤項⽬明細書

・中項⽬明細書

・積算数量×単価 ・詳細明細書

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

・積算数量×単価
（適宜、概算数量×複合単価）

・詳細明細書
（適宜、中項⽬明細書）⇒

＊概算シートはチェックに利⽤

＊概算シートはチェックに利⽤

＊例：空調設備、衛⽣設備 程度

＊例：空調機器設備、空調ダクト設備 程度

情報委員会 16

■ステージ別BIM⼊⼒オブジェクト×抽出情報：各フェーズBIMを業務基盤とすることを前提として
参考：「業務区分に応じた各ステージの業務内容と、各ステージで必要となるBIMデータ・図書」、p.32-41、国交省

①BIM⼊⼒オブジェクト：従来のステージ別設計図書とはギャップあり
・S1：オブジェクト⼊⼒無し ⇒
・S2：機器プロット（ゾーニング） ⇒
・S3：S4に順ずるが適宜省略（設計図書はモデル切り出し＋2D加筆） ⇒
・S4：全て（設計図書はモデル切り出し＋2D加筆） ⇒

②各種仕様情報：オブジェクト以外で必要な情報
・S1：設備概要書
・S2：設備概要書
・S3：S4に順ずる
・S4：オブジェクトに含まれる

《 LOC検討⽅針》…まずLODの議論が先かもしれませんが ⼩縣さん作成

・⾯積のみ を抽出

・A材：⼊⼒オブジェクトに基づく数量
・B材：⼊⼒オブジェクトに基づく数量

・⾯積＋概算容量 を抽出
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■BIM⼊⼒オブジェクトについて：ステージ別の抽出情報
・S1：オブジェクト⼊⼒無し ⇒概算コスト：⾯積×原単位 ×複合単価/kW
・S2：機器プロット（ゾーニング）⇒概算コスト：能⼒合計×複合単価/kW or S4に順ずる（精度は違う）
・S3：S4に順ずる ⇒詳細コスト：S4に順ずる
・S4：全て ⇒詳細コスト：材⇒各機器×各機器単価、⼯⇒歩掛集計×労務単価
＊S3,S4（詳細明細）には、率で⼊る項⽬（雑材、調整費、運搬費、etc）もあり、⾒積書の体裁をつくるプロセスが必要。

■成果品書式について
＊成果品書式は各ステージのレベル感に即したものとし適宜合わせる
＊昨年度PRISM報告書 別添資料3

《 LOC検討⽅針》…空調機器設備（ビル⽤マルチ）を例に ⼩縣さん作成

空調機容量　　延床面積×　W/㎡ 200 Ｗ/㎡

＊灰⾊本「概算シート」

PRISM業務
分類体系を利⽤した概算⼿法の活⽤資料の試作
1. 建築実務者を対象としたわかりやすいガイドライン

（案）の作成（2019〜2021年度検討結果のまとめ
と要点整理）

2. Uniclass2015コード検索 Web システムの試作検討
• Uniclass2015 の翻訳結果を検索可能な形式で整理
• コード検索 Web システムの試作
• システムの動作検証

広報チーム
WG検討内容
• 建築研究所との調整が完了したら、2019, 

2020PRISM業務報告書体裁を⼀部変更し積算協会HP
で展開予定

• 協会誌「建築と積算」2021年秋号にて上記まとめ記
事掲載。

• 部会4活動コンセプト、サマリー等広報資料作成
→PRISM業務として

• シンポジウム開催検討。ガイドブック化（部会4とし
てのゴール）できた後に実施予定。内容検討（部会4
取り組みやモデル事業連携事業でPDなど）（成果報
告会）（BSIJ会員のほか、⼀般周知）youtube live配
信など。

• 分類体系の使⽤事例をあつめ、ビジョン構築。理想
論、妄想を深めよう。

2021/12/22 情報委員会 18



ユースケースWG
• Uniclass2015を使⽤した各ステージのサンプル事例蓄積し、

2020年度のユースケースをまとめて⽐較。
• ⽐較内容をBSIJ協議会HP掲載、シンポジウム発表
• 10/1 16:00~ モデル事業・連携事業担当者とキックオフを⾏い

今後の進め⽅について検討

2021/12/22 情報委員会 19

分類体系を活⽤したBIMデータ等活⽤の
将来性について
• BIMデータが将来的に建設業界全体の社会インフラとして整備

され、BIMデータと分類体系が適切に結びつくことにより、建
設業界全体でデータを効率的に利活⽤できるようなる

• 既存のRIBC分類やCI-NET分類、修繕計画⽤BELCA分類やIDEA
ライフサイクルアセスメント分類などとも有機的に繋がること
で、様々な社会基盤情報としての利⽤価値が⾼まる

• 国際標準に準ずることで、情報受渡しのグローバル化に対応

2021/12/22 情報委員会 20



BIM を活⽤した積算・コストマネジメントの環境整備」協議会

（建築BIM推進会議第４部会）

1

翻訳チーム報告事項

2021年11⽉30⽇（⽔）

翻訳チーム活動報告

ⅰ Uniclass2015最新版対応
April update(461項⽬)
July update(446項⽬) 翻訳・意訳

⇒今後は追加update対応、
⇒順次テーブル間整合性確認
⇒他専⾨団体への確認事項等の精査
⇒パブリックコメント追加分（意訳修正案）の反映

ⅱ Uniclass2015マッピング案 LOCチームとの摺り合わせ

ⅲ 専⾨団体との連携 （実務で使⽤可能な意訳を⽬標に、専⾨家視点でアドバイス）
・(⼀社)⽇本防⽔材料協会JWMA

⇒⽇本で使⽤されていない（馴染みのない）項⽬をピックアップ
⇒⽇本独⾃の⼯法等、⼀般的に使⽤されているがUniclass2015に存在しない場合の対応など

Ⅳ Pr,Teテーブル翻訳精査、⽇本語版Uniclass2015検索システム整備
2



LOC整理とUniclass2015マッピング

（⽐嘉, 飯島, ⼤越, ⼩室, ⿑藤, 須⾙, ⾼⽥, 髙橋, 
中嶋, 濱⽥, 柳⽥, 吉本,⼭之⼝）

BIM を活⽤した積算・コストマネジメントの環境整備」協議会

（建築BIM推進会議第４部会）

LOCチーム報告事項

2021年11⽉30⽇（⽔）

i.S4段階の細⽬とUniclass2015のマッピング
（BSIビル(内訳書標準書式)へのマッピング）

ii.上記・翻訳チームとのすり合わせ
iii.ステージ別概算アウトプットのイメージ（部分別・⼯種別）
iv.上記・サポートWGとのすり合わせ
v.Uniclass2015マッピングとステージ別概算イメージの結合

現在までの活動内容



検証⽤モデル
• 「ＢＳＩビル」概要

• 延床⾯積７００㎡程度、地上３階建、ＲＣ造
• 積算教育⽤として作成された仮想建物
• 図⾯記載の設計情報は、実施設計段階に相当
• ⼯種別内訳書の数量は、建築数量積算基準に準拠し、詳細積算数量に相当

3

  19 内外装

（　内部　）

和室床

畳 T55　化学畳　１帖もの 6.0 枚 10,000 60,000

床

ビニル床タイル T2 27.8 ㎡ 1,800 50,040

段部

ビニル床タイル T2 62.2 ㎡ 2,100 130,620

床

ビニル床シート T2.3　溶接工法　ｴﾎﾟｷｼ接着 27.8 ㎡ 2,500 69,500

床

帯電防止タイル 塩ﾋﾞ系 31.3 ㎡ 4,000 125,200

床

タイルカーペット T7 397.0 ㎡ 2,800 1,111,600

床

フリーアクセスフロアー H200　帯電防止床ﾀｲﾙ別計上 31.3 ㎡ 15,000 469,500

床

フリーアクセスフロア用ボーダー H200 22.6 ｍ 1,500 33,900

ソフト巾木 H60 312.0 ｍ 400 124,800

巾木

ビニールシート立上げ H100 T2.3 5.0 ｍ 700 3,500

壁

石膏ボード T12.5　目地処理共 39.4 ㎡ 1,400 55,160

壁

石膏ボード T12.5　GL工法　目地処理共 342.0 ㎡ 2,400 820,800

壁

石膏ボード T9.5+12.5　目地処理共 169.0 ㎡ 2,300 388,700

壁

ビニルクロス ﾎﾞｰﾄﾞ面 438.0 ㎡ 1,500 657,000

壁

和風クロス ﾎﾞｰﾄﾞ面 28.8 ㎡ 3,000 86,400

天井

石膏ボード T12.5　目地処理共 63.0 ㎡ 1,500 94,500

昨年度、基本計画段階（Ｓ１〜Ｓ２初期段階）にアレ
ンジしたＢＩＭモデルを作成し『コスト概算⽀援プロ
グラム』を検証

①情報の整理(各段階での必要な情報の整理)

BSIビルにUniclass2015を当てはめる
Uniclass2015(EF) 原文 和訳 Uniclass2015(Ss) 原文 和訳 Uniclass2015(Pr) 原文 和訳

  19 内外装

（　内部　）

和室床

畳 T55　化学畳　１帖もの 6.0 枚 10,000 60,000

床

ビニル床タイル T2 27.8 ㎡ 1,800 50,040

段部

ビニル床タイル T2 62.2 ㎡ 2,100 130,620

床

ビニル床シート T2.3　溶接工法　ｴﾎﾟｷｼ接着 27.8 ㎡ 2,500 69,500 EF_30_20 Floors 床 Ss_30_42_72_72 Resilient sheet floor covering systems 弾力性シート床材（ビニル床シート）システム Pr_35_57_71_46 Linoleum sheets リノリウムシート
床

帯電防止タイル 塩ﾋﾞ系 31.3 ㎡ 4,000 125,200

床

タイルカーペット T7 397.0 ㎡ 2,800 1,111,600 EF_30_20 Floors 床 Ss_30_42_72_10 Carpet tile systems カーペットタイルシステム Pr_35_57_11_62 Pile carpet tiles パイルカーペットタイル

床

フリーアクセスフロアー H200　帯電防止床ﾀｲﾙ別計上 31.3 ㎡ 15,000 469,500

床

フリーアクセスフロア用ボーダー H200 22.6 ｍ 1,500 33,900

ソフト巾木 H60 312.0 ｍ 400 124,800 EF_25_10 Walls 壁 Pr_35_90_43_63 Plastics skirtings プラスチック幅木
巾木

ビニールシート立上げ H100 T2.3 5.0 ｍ 700 3,500

壁

石膏ボード T12.5　目地処理共 39.4 ㎡ 1,400 55,160

壁

石膏ボード T12.5　GL工法　目地処理共 342.0 ㎡ 2,400 820,800 EF_25_10 Walls 壁 Ss_25_25_45_35 Gypsum board wall lining systems （乾式）石膏ボード壁システム Pr_25_71_52_38 Gypsum plasterboards 石膏プラスターボード
壁

石膏ボード T9.5+12.5　目地処理共 169.0 ㎡ 2,300 388,700 EF_25_10 Walls 壁 Ss_25_25_45_35 Gypsum board wall lining systems （乾式）石膏ボード壁システム Pr_25_71_52_38 Gypsum plasterboards 石膏プラスターボード
壁

ビニルクロス ﾎﾞｰﾄﾞ面 438.0 ㎡ 1,500 657,000 EF_25_10 Walls 壁 Pr_35_57_22_95 Vinyl roll coverings ビニールロールカバーリング

壁

和風クロス ﾎﾞｰﾄﾞ面 28.8 ㎡ 3,000 86,400

天井

石膏ボード T12.5　目地処理共 63.0 ㎡ 1,500 94,500

天井

ケイ酸カルシウム板 T6　目透し 73.4 ㎡ 2,200 161,480 EF_30_20 Floors 床 Ss_30_25_10_10 Board suspended ceiling systems ボード吊り天井システム Pr_25_71_52_23 Fibre-reinforced calcium silicate boards 繊維強化ケイ酸カルシウムボード

天井

岩綿吸音板 T12　捨張り石膏ﾎﾞｰﾄﾞT9.5共 356.0 ㎡ 3,000 1,068,000 EF_30_20 Floors 床 Ss_30_25_10_35 Gypsum board suspended ceiling systems 石膏ボード吊り天井システム Pr_25_71_52_80 Sound insulation gypsum plasterboards 遮音石膏プラスターボード

金額 備考記号 名称 摘要 数量 単位 単価



①情報の整理(各段階での必要な情報の整理)

翻訳チーム
に確認依頼

Uniclass2015(EF) 原文 和訳 Uniclass2015(Ss) 原文 和訳 Uniclass2015(Pr) 原文 和訳

  19 内外装

（　内部　）

和室床

畳 T55　化学畳　１帖もの 6.0 枚 10,000 60,000

床

ビニル床タイル T2 27.8 ㎡ 1,800 50,040

段部

ビニル床タイル T2 62.2 ㎡ 2,100 130,620

床

ビニル床シート T2.3　溶接工法　ｴﾎﾟｷｼ接着 27.8 ㎡ 2,500 69,500 EF_30_20 Floors 床 Ss_30_42_72_72 Resilient sheet floor covering systems 弾力性シート床材（ビニル床シート）システム Pr_35_57_71_46 Linoleum sheets リノリウムシート
床

帯電防止タイル 塩ﾋﾞ系 31.3 ㎡ 4,000 125,200

床

タイルカーペット T7 397.0 ㎡ 2,800 1,111,600 EF_30_20 Floors 床 Ss_30_42_72_10 Carpet tile systems カーペットタイルシステム Pr_35_57_11_62 Pile carpet tiles パイルカーペットタイル

床

フリーアクセスフロアー H200　帯電防止床ﾀｲﾙ別計上 31.3 ㎡ 15,000 469,500

床

フリーアクセスフロア用ボーダー H200 22.6 ｍ 1,500 33,900

ソフト巾木 H60 312.0 ｍ 400 124,800 EF_25_10 Walls 壁 Pr_35_90_43_63 Plastics skirtings プラスチック幅木
巾木

ビニールシート立上げ H100 T2.3 5.0 ｍ 700 3,500

壁

石膏ボード T12.5　目地処理共 39.4 ㎡ 1,400 55,160

壁

石膏ボード T12.5　GL工法　目地処理共 342.0 ㎡ 2,400 820,800 EF_25_10 Walls 壁 Ss_25_25_45_35 Gypsum board wall lining systems （乾式）石膏ボード壁システム Pr_25_71_52_38 Gypsum plasterboards 石膏プラスターボード
壁

石膏ボード T9.5+12.5　目地処理共 169.0 ㎡ 2,300 388,700 EF_25_10 Walls 壁 Ss_25_25_45_35 Gypsum board wall lining systems （乾式）石膏ボード壁システム Pr_25_71_52_38 Gypsum plasterboards 石膏プラスターボード
壁

ビニルクロス ﾎﾞｰﾄﾞ面 438.0 ㎡ 1,500 657,000 EF_25_10 Walls 壁 Pr_35_57_22_95 Vinyl roll coverings ビニールロールカバーリング

壁

和風クロス ﾎﾞｰﾄﾞ面 28.8 ㎡ 3,000 86,400

天井

石膏ボード T12.5　目地処理共 63.0 ㎡ 1,500 94,500

天井

ケイ酸カルシウム板 T6　目透し 73.4 ㎡ 2,200 161,480 EF_30_20 Floors 床 Ss_30_25_10_10 Board suspended ceiling systems ボード吊り天井システム Pr_25_71_52_23 Fibre-reinforced calcium silicate boards 繊維強化ケイ酸カルシウムボード

天井

岩綿吸音板 T12　捨張り石膏ﾎﾞｰﾄﾞT9.5共 356.0 ㎡ 3,000 1,068,000 EF_30_20 Floors 床 Ss_30_25_10_35 Gypsum board suspended ceiling systems 石膏ボード吊り天井システム Pr_25_71_52_80 Sound insulation gypsum plasterboards 遮音石膏プラスターボード

金額 備考記号 名称 摘要 数量 単位 単価

防 ⽔

塗 装

概算⼿法（A-1)(A-2)

そ の 他 ( 率 )

内 部 開 ⼝ 部

雑 ⼯ 事

(ゾーン⾯積）

区画、ゾーン区分
間仕切種別図

ガ ラ ス

雑 ⼯ 事 ( 各 科 ⽬ )

そ の 他 ( 率 ) ( 各 科 ⽬ )

下 地 ボ ー ド

表 ⾯ 仕 上

レベルA
概算⼿法（B)

部屋（ゾーン）別

S0 S1 S2 S4

内 部 開 ⼝ 部 鋼 製 建 具 等

パー ティショ ン等

表 ⾯ 仕 上

天 井 仕 上 LGS 下 地

( 開 ⼝ 補 強 )

( 点 検 ⼝ )

OA フ ロ ア

表 ⾯ 仕 上

幅 ⽊

廻 縁

事務所○○％ 部 屋 ⾯ 積 各 室 仕 上 床 仕 上 防 ⽔

間 仕 切 LGS 下 地

壁 仕 上 左 官

( 開 ⼝ 補 強 )

下 地 ボ ー ド

左 官

内部開⼝部計画

レベルB
企画段階 基本計画 基本設計 実施設計

⽤途別割合 部位別 科⽬別

間 仕 切

S0 S1 S2 S4
内装

間仕切

内部 間仕切 軽鉄間仕切（性能）

内部 間仕切 軽鉄間仕切（一般）

(金属) 軽鉄間仕切 65型 @450

(金属) 軽鉄間仕切用開口補強 65型用

内部 間仕切 コンクリートブロック

(組積) コンクリートブロック T120　空洞ﾌﾞﾛｯｸ16　塗下

内部 間仕切 木製間仕切

内部 間仕切 パーティション

3階_廊下

内部 3階_廊下 床 タイルカーペット t=7

(左官) モルタル塗り 張物下

(内外装) タイルカーペット T7

内部 3階_廊下 巾木 ソフト巾木 H=60

(内外装) ソフト巾木 H60

内部 3階_廊下 壁 EP PB t=12.5+9.5共

(内外装) 石膏ボード T9.5+12.5　目地処理共

(塗装) ＥＰ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面

内部 3階_廊下 壁 EP ﾓﾙﾀﾙ　t=20共

(左官) モルタル塗り T20  塗装下

(塗装) ＥＰ塗 ﾓﾙﾀﾙ面

内部 3階_廊下
天井 岩綿吸音板

t=12
PB t=12.5+9.5共
軽鉄天井下地　H=500

(金属) 天井軽鉄下地 19型 @360

(内外装) 岩綿吸音板 T12　捨張り石膏ﾎﾞｰﾄﾞT9.5共

(金属) 天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製

(金属) (LGS下地開口補強) (設備関連等)

内部 3階_廊下 回縁 回縁 塩ビ

(金属) 廻縁 塩ﾋﾞ製

3階_事務室

内部 3階_事務室 床 タイルカーペット t=7

(左官) モルタル塗り 張物下

(内外装) タイルカーペット T7

内部 3階_事務室 巾木 ソフト巾木 H=60

(内外装) ソフト巾木 H60

内部 3階_事務室 壁 ビニルクロス PB t=12.5+9.5共

(内外装) 石膏ボード T9.5+12.5　目地処理共

(内外装) ビニルクロス ﾎﾞｰﾄﾞ面

内部 3階_事務室 壁 ビニルクロス PB t=12.5GL共

(内外装) 石膏ボード T12.5　GL工法　目地処理共

(内外装) ビニルクロス ﾎﾞｰﾄﾞ面

内部 3階_事務室 天井 岩綿吸音板
t=12
PB t=12.5+9.5共
軽鉄天井下地　H=500

(金属) 天井軽鉄下地 19型 @360

(内外装) 岩綿吸音板 T12　捨張り石膏ﾎﾞｰﾄﾞT9.5共

(金属) 天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製

(金属) (LGS下地開口補強) (設備関連等)

内部 3階_事務室 回縁 回縁 塩ビ

(金属) 廻縁 塩ﾋﾞ製

内部 3階_事務室 回縁 ブラインドボックス ｱﾙﾐ

①情報の整理(各段階での必要な情報の整理)
内訳構成の整理 BSIビルに当てはめる



防 ⽔

塗 装

概算⼿法（A-1)(A-2)

そ の 他 ( 率 )

内 部 開 ⼝ 部

雑 ⼯ 事

(ゾーン⾯積）

区画、ゾーン区分
間仕切種別図

ガ ラ ス

雑 ⼯ 事 ( 各 科 ⽬ )

そ の 他 ( 率 ) ( 各 科 ⽬ )

下 地 ボ ー ド

表 ⾯ 仕 上

レベルA
概算⼿法（B)

部屋（ゾーン）別

S0 S1 S2 S4

内 部 開 ⼝ 部 鋼 製 建 具 等

パー ティショ ン等

表 ⾯ 仕 上

天 井 仕 上 LGS 下 地

( 開 ⼝ 補 強 )

( 点 検 ⼝ )

OA フ ロ ア

表 ⾯ 仕 上

幅 ⽊

廻 縁

事務所○○％ 部 屋 ⾯ 積 各 室 仕 上 床 仕 上 防 ⽔

間 仕 切 LGS 下 地

壁 仕 上 左 官

( 開 ⼝ 補 強 )

下 地 ボ ー ド

左 官

内部開⼝部計画

レベルB
企画段階 基本計画 基本設計 実施設計

⽤途別割合 部位別 科⽬別

間 仕 切

S0 S1 S2 S4
内装

間仕切

内部 間仕切 軽鉄間仕切（性能）

内部 間仕切 軽鉄間仕切（一般）

(金属) 軽鉄間仕切 65型 @450

(金属) 軽鉄間仕切用開口補強 65型用

内部 間仕切 コンクリートブロック

(組積) コンクリートブロック T120　空洞ﾌﾞﾛｯｸ16　塗下

内部 間仕切 木製間仕切

内部 間仕切 パーティション

3階_廊下

内部 3階_廊下 床 タイルカーペット t=7

(左官) モルタル塗り 張物下

(内外装) タイルカーペット T7

内部 3階_廊下 巾木 ソフト巾木 H=60

(内外装) ソフト巾木 H60

内部 3階_廊下 壁 EP PB t=12.5+9.5共

(内外装) 石膏ボード T9.5+12.5　目地処理共

(塗装) ＥＰ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面

内部 3階_廊下 壁 EP ﾓﾙﾀﾙ　t=20共

(左官) モルタル塗り T20  塗装下

(塗装) ＥＰ塗 ﾓﾙﾀﾙ面

内部 3階_廊下
天井 岩綿吸音板

t=12
PB t=12.5+9.5共
軽鉄天井下地　H=500

(金属) 天井軽鉄下地 19型 @360

(内外装) 岩綿吸音板 T12　捨張り石膏ﾎﾞｰﾄﾞT9.5共

(金属) 天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製

(金属) (LGS下地開口補強) (設備関連等)

内部 3階_廊下 回縁 回縁 塩ビ

(金属) 廻縁 塩ﾋﾞ製

3階_事務室

内部 3階_事務室 床 タイルカーペット t=7

(左官) モルタル塗り 張物下

(内外装) タイルカーペット T7

内部 3階_事務室 巾木 ソフト巾木 H=60

(内外装) ソフト巾木 H60

内部 3階_事務室 壁 ビニルクロス PB t=12.5+9.5共

(内外装) 石膏ボード T9.5+12.5　目地処理共

(内外装) ビニルクロス ﾎﾞｰﾄﾞ面

内部 3階_事務室 壁 ビニルクロス PB t=12.5GL共

(内外装) 石膏ボード T12.5　GL工法　目地処理共

(内外装) ビニルクロス ﾎﾞｰﾄﾞ面

内部 3階_事務室 天井 岩綿吸音板
t=12
PB t=12.5+9.5共
軽鉄天井下地　H=500

(金属) 天井軽鉄下地 19型 @360

(内外装) 岩綿吸音板 T12　捨張り石膏ﾎﾞｰﾄﾞT9.5共

(金属) 天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製

(金属) (LGS下地開口補強) (設備関連等)

内部 3階_事務室 回縁 回縁 塩ビ

(金属) 廻縁 塩ﾋﾞ製

内部 3階_事務室 回縁 ブラインドボックス ｱﾙﾐ

①情報の整理(各段階での必要な情報の整理)

サポートWG
に確認依頼

S0 S1 S2 S4
内装

間仕切

内部 間仕切 軽鉄間仕切（性能）

内部 間仕切 軽鉄間仕切（一般）

(金属) 軽鉄間仕切 65型 @450

(金属) 軽鉄間仕切用開口補強 65型用

内部 間仕切 コンクリートブロック

(組積) コンクリートブロック T120　空洞ﾌﾞﾛｯｸ16　塗下

内部 間仕切 木製間仕切

内部 間仕切 パーティション

3階_廊下

内部 3階_廊下 床 タイルカーペット t=7

(左官) モルタル塗り 張物下

(内外装) タイルカーペット T7

内部 3階_廊下 巾木 ソフト巾木 H=60

(内外装) ソフト巾木 H60

内部 3階_廊下 壁 EP PB t=12.5+9.5共

(内外装) 石膏ボード T9.5+12.5　目地処理共

(塗装) ＥＰ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面

内部 3階_廊下 壁 EP ﾓﾙﾀﾙ　t=20共

(左官) モルタル塗り T20  塗装下

(塗装) ＥＰ塗 ﾓﾙﾀﾙ面

内部 3階_廊下
天井 岩綿吸音板

t=12
PB t=12.5+9.5共
軽鉄天井下地　H=500

(金属) 天井軽鉄下地 19型 @360

(内外装) 岩綿吸音板 T12　捨張り石膏ﾎﾞｰﾄﾞT9.5共

(金属) 天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製

(金属) (LGS下地開口補強) (設備関連等)

内部 3階_廊下 回縁 回縁 塩ビ

(金属) 廻縁 塩ﾋﾞ製

3階_事務室

内部 3階_事務室 床 タイルカーペット t=7

(左官) モルタル塗り 張物下

(内外装) タイルカーペット T7

内部 3階_事務室 巾木 ソフト巾木 H=60

(内外装) ソフト巾木 H60

内部 3階_事務室 壁 ビニルクロス PB t=12.5+9.5共

(内外装) 石膏ボード T9.5+12.5　目地処理共

(内外装) ビニルクロス ﾎﾞｰﾄﾞ面

内部 3階_事務室 壁 ビニルクロス PB t=12.5GL共

(内外装) 石膏ボード T12.5　GL工法　目地処理共

(内外装) ビニルクロス ﾎﾞｰﾄﾞ面

内部 3階_事務室 天井 岩綿吸音板
t=12
PB t=12.5+9.5共
軽鉄天井下地　H=500

(金属) 天井軽鉄下地 19型 @360

(内外装) 岩綿吸音板 T12　捨張り石膏ﾎﾞｰﾄﾞT9.5共

(金属) 天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製

(金属) (LGS下地開口補強) (設備関連等)

内部 3階_事務室 回縁 回縁 塩ビ

(金属) 廻縁 塩ﾋﾞ製

内部 3階_事務室 回縁 ブラインドボックス ｱﾙﾐ

②情報の結合
Uniclass2015(EF) 原文 和訳 Uniclass2015(Ss) 原文 和訳 Uniclass2015(Pr) 原文 和訳

  19 内外装

（　内部　）

和室床

畳 T55　化学畳　１帖もの 6.0 枚 10,000 60,000

床

ビニル床タイル T2 27.8 ㎡ 1,800 50,040

段部

ビニル床タイル T2 62.2 ㎡ 2,100 130,620

床

ビニル床シート T2.3　溶接工法　ｴﾎﾟｷｼ接着 27.8 ㎡ 2,500 69,500

床

帯電防止タイル 塩ﾋﾞ系 31.3 ㎡ 4,000 125,200

床

タイルカーペット T7 397.0 ㎡ 2,800 1,111,600

床

フリーアクセスフロアー H200　帯電防止床ﾀｲﾙ別計上 31.3 ㎡ 15,000 469,500

床

フリーアクセスフロア用ボーダー H200 22.6 ｍ 1,500 33,900

ソフト巾木 H60 312.0 ｍ 400 124,800

巾木

ビニールシート立上げ H100 T2.3 5.0 ｍ 700 3,500

壁

石膏ボード T12.5　目地処理共 39.4 ㎡ 1,400 55,160

壁

石膏ボード T12.5　GL工法　目地処理共 342.0 ㎡ 2,400 820,800

壁

石膏ボード T9.5+12.5　目地処理共 169.0 ㎡ 2,300 388,700

壁

ビニルクロス ﾎﾞｰﾄﾞ面 438.0 ㎡ 1,500 657,000

壁

和風クロス ﾎﾞｰﾄﾞ面 28.8 ㎡ 3,000 86,400

天井

石膏ボード T12.5　目地処理共 63.0 ㎡ 1,500 94,500

金額 備考記号 名称 摘要 数量 単位 単価

科目名称 中科目名称 部位 名称 摘要 単位 Uniclass2015(EF) 原文 和訳 niclass2015(Ss/Pr) 原文 和訳 Pr 原文 和訳

S0 S1 S2 S4
内装 m2

間仕切 m2 EF_25_10 Walls 壁

内部 間仕切 軽鉄間仕切（性能） m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_25_10_30_35 Gypsum board partition systems 石膏ボードパーティションシステム

内部 間仕切 軽鉄間仕切（一般） m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_25_10_32_45 Light steel wall framing systems 軽量鉄骨鋼壁フレーム（LGS）システム

(金属) 軽鉄間仕切 65型 @450 m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_25_10_32_45 Light steel wall framing systems 軽量鉄骨鋼壁フレーム（LGS）システム Pr_20_65_60_48 Light-gauge steel frame panels 軽量鉄骨パネル

(金属) 軽鉄間仕切用開口補強 65型用 ｍ EF_25_10 Walls 壁 同上でOK? 同上でOK? 同上でOK?

内部 間仕切 コンクリートブロック m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_25_11_15 Concrete form masonry unit wall syst補強コンクリートブロック積造システム

(組積) コンクリートブロック T120　空洞ﾌﾞﾛｯｸ16　塗下 m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_25_13_50_56 Masonry internal partition systems 石積み内部間仕切りシステム Pr_20_93_52_35 Glazed concrete blocks 施釉コンクリートブロック

内部 間仕切 木製間仕切 m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_25_10_32_90 Timber wall framing systems 木製壁組みフレームシステム

内部 間仕切 パーティション m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_25_12_65_75 Relocatable partition systems 可動パーティションシステム

3階_廊下 m2 SL_90_10_15 Corridors 廊下

内部 3階_廊下 床 タイルカーペット t=7 m2 EF_30_20 Floors 床 Ss_30_42_72_10 Carpet tile systems カーペットタイルシステム Pr_35_57_11_62 Pile carpet tiles パイルカーペットタイル

(左官) モルタル塗り 張物下 m2 EF_30_20 Floors 床 Ss_30_42_10_90 Unbonded calcium sulfate-based scree石膏プラスター塗り（仕上げ）システム

(内外装) タイルカーペット T7 m2 EF_30_20 Floors 床 Ss_30_42_72_10 Carpet tile systems カーペットタイルシステム Pr_35_57_11_62 Pile carpet tiles パイルカーペットタイル

内部 3階_廊下 巾木 ソフト巾木 H=60 ｍ EF_25_10 Walls 壁 Pr_35_90_43_63 Plastics skirtings プラスチック幅木

(内外装) ソフト巾木 H60 ｍ EF_25_10 Walls 壁 Pr_35_90_43_63 Plastics skirtings プラスチック幅木

内部 3階_廊下 壁 EP PB t=12.5+9.5共 m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_25_25_45_35 Gypsum board wall lining systems （乾式）石膏ボード壁システム Pr_25_71_52_38 Gypsum plasterboards 石膏プラスターボード

(内外装) 石膏ボード T9.5+12.5　目地処理共 m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_25_25_45_35 Gypsum board wall lining systems （乾式）石膏ボード壁システム Pr_25_71_52_38 Gypsum plasterboards 石膏プラスターボード

(塗装) ＥＰ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_40_90_60_95 Waterborne paint systems 水性塗料システム Pr_35_31_22_94 Water-based finishing coats 水性仕上げコート

内部 3階_廊下 壁 EP ﾓﾙﾀﾙ　t=20共 m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_32_46_65 Plaster coating systems 石膏塗装（左官仕上げ）システム

(左官) モルタル塗り T20  塗装下 m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_32_46_65 Plaster coating systems 石膏塗装（左官仕上げ）システム

(塗装) ＥＰ塗 ﾓﾙﾀﾙ面 m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_40_90_60_95 Waterborne paint systems 水性塗料システム Pr_35_31_22_94 Water-based finishing coats 水性仕上げコート

内部 3階_廊下
天井 岩綿吸音板

t=12
PB t=12.5+9.5共
軽鉄天井下地　H=500

m2 EF_30_20 Floors 床 Ss_30_25_10_35 Gypsum board suspended ceiling syste石膏ボード吊り天井システム Pr_25_71_52_80 Sound insulation gypsum plasterb遮音石膏プラスターボード

(金属) 天井軽鉄下地 19型 @360 m2 Pr_20_29_14_87 Suspended ceiling clips 吊り天井用クリップ

(内外装) 岩綿吸音板 T12　捨張り石膏ﾎﾞｰﾄﾞT9.5共 m2 EF_30_20 Floors 床 Ss_30_25_10_35 Gypsum board suspended ceiling syste石膏ボード吊り天井システム Pr_25_71_52_80 Sound insulation gypsum plasterb遮音石膏プラスターボード

(金属) 天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製 箇所 Ss_30_36_10 Ceiling hatch systems 天井ハッチ（天井点検口）システム

(金属) (LGS下地開口補強) (設備関連等) ｍ

内部 3階_廊下 回縁 回縁 塩ビ ｍ Ss_30_25_10_80 Soffit lining and beam casing system軒裏ライニングおよびビームケーシング（廻り縁とけらば包み）システム

(金属) 廻縁 塩ﾋﾞ製 ｍ Ss_30_25_10_80 Soffit lining and beam casing system軒裏ライニングおよびビームケーシングPr_35_90_43_12 Ceiling perimeter trims 天井周囲トリム

3階_事務室 m2 SL_20_15_59 Offices 事務所

内部 3階_事務室 床 タイルカーペット t=7 m2 EF_30_20 Floors 床 Ss_30_42_72_10 Carpet tile systems カーペットタイルシステム Pr_35_57_11_62 Pile carpet tiles パイルカーペットタイル

(左官) モルタル塗り 張物下 m2 EF_30_20 Floors 床 Ss_30_42_10_90 Unbonded calcium sulfate-based scree石膏プラスター塗り（仕上げ）システム

(内外装) タイルカーペット T7 m2 EF_30_20 Floors 床 Ss_30_42_72_10 Carpet tile systems カーペットタイルシステム Pr_35_57_11_62 Pile carpet tiles パイルカーペットタイル

内部 3階_事務室 巾木 ソフト巾木 H=60 ｍ

(内外装) ソフト巾木 H60 ｍ EF_25_10 Walls 壁 Pr_35_90_43_63 Plastics skirtings プラスチック幅木

内部 3階_事務室 壁 ビニルクロス PB t=12.5+9.5共 m2 EF_25_10 Walls 壁

(内外装) 石膏ボード T9.5+12.5　目地処理共 m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_25_25_45_35 Gypsum board wall lining systems （乾式）石膏ボード壁システム Pr_25_71_52_38 Gypsum plasterboards 石膏プラスターボード

(内外装) ビニルクロス ﾎﾞｰﾄﾞ面 m2 EF_25_10 Walls 壁 Pr_35_57_22_95 Vinyl roll coverings ビニールロールカバーリング

内部 3階_事務室 壁 ビニルクロス PB t=12.5GL共 m2 EF_25_10 Walls 壁

(内外装) 石膏ボード T12.5　GL工法　目地処理共 m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_25_25_45_35 Gypsum board wall lining systems （乾式）石膏ボード壁システム Pr_25_71_52_38 Gypsum plasterboards 石膏プラスターボード

(内外装) ビニルクロス ﾎﾞｰﾄﾞ面 m2 EF_25_10 Walls 壁 Pr_35_57_22_95 Vinyl roll coverings ビニールロールカバーリング

内部 3階_事務室 天井 岩綿吸音板
t=12
PB t=12.5+9.5共
軽鉄天井下地　H=500

m2 EF_30_20 Floors 床 Ss_30_25_10_35 Gypsum board suspended ceiling syste石膏ボード吊り天井システム Pr_25_71_52_80 Sound insulation gypsum plasterb遮音石膏プラスターボード

(金属) 天井軽鉄下地 19型 @360 m2 Pr_20_29_14_87 Suspended ceiling clips 吊り天井用クリップ

(内外装) 岩綿吸音板 T12　捨張り石膏ﾎﾞｰﾄﾞT9.5共 m2 EF_30_20 Floors 床 Ss_30_25_10_35 Gypsum board suspended ceiling syste石膏ボード吊り天井システム Pr_25_71_52_80 Sound insulation gypsum plasterb遮音石膏プラスターボード

(金属) 天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製 箇所 Ss_30_36_10 Ceiling hatch systems 天井ハッチ（天井点検口）システム

(金属) (LGS下地開口補強) (設備関連等) ｍ

内部 3階_事務室 回縁 回縁 塩ビ ｍ Ss_30_25_10_80 Soffit lining and beam casing system軒裏ライニングおよびビームケーシングPr_35_90_43_12 Ceiling perimeter trims 天井周囲トリム

(金属) 廻縁 塩ﾋﾞ製 ｍ Ss_30_25_10_80 Soffit lining and beam casing system軒裏ライニングおよびビームケーシングPr_35_90_43_12 Ceiling perimeter trims 天井周囲トリム

内部 3階_事務室 回縁 ブラインドボックス ｱﾙﾐ ｍ



③モデルの確認
科目名称 中科目名称 部位 名称 摘要 単位 Uniclass2015(EF) 原文 和訳 niclass2015(Ss/Pr) 原文 和訳 Pr 原文 和訳

S0 S1 S2 S4
内装 m2

間仕切 m2 EF_25_10 Walls 壁

内部 間仕切 軽鉄間仕切（性能） m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_25_10_30_35 Gypsum board partition systems 石膏ボードパーティションシステム

内部 間仕切 軽鉄間仕切（一般） m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_25_10_32_45 Light steel wall framing systems 軽量鉄骨鋼壁フレーム（LGS）システム

(金属) 軽鉄間仕切 65型 @450 m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_25_10_32_45 Light steel wall framing systems 軽量鉄骨鋼壁フレーム（LGS）システム Pr_20_65_60_48 Light-gauge steel frame panels 軽量鉄骨パネル

(金属) 軽鉄間仕切用開口補強 65型用 ｍ EF_25_10 Walls 壁 同上でOK? 同上でOK? 同上でOK?

内部 間仕切 コンクリートブロック m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_25_11_15 Concrete form masonry unit wall syst補強コンクリートブロック積造システム

(組積) コンクリートブロック T120　空洞ﾌﾞﾛｯｸ16　塗下 m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_25_13_50_56 Masonry internal partition systems 石積み内部間仕切りシステム Pr_20_93_52_35 Glazed concrete blocks 施釉コンクリートブロック

内部 間仕切 木製間仕切 m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_25_10_32_90 Timber wall framing systems 木製壁組みフレームシステム

内部 間仕切 パーティション m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_25_12_65_75 Relocatable partition systems 可動パーティションシステム

3階_廊下 m2 SL_90_10_15 Corridors 廊下

内部 3階_廊下 床 タイルカーペット t=7 m2 EF_30_20 Floors 床 Ss_30_42_72_10 Carpet tile systems カーペットタイルシステム Pr_35_57_11_62 Pile carpet tiles パイルカーペットタイル

(左官) モルタル塗り 張物下 m2 EF_30_20 Floors 床 Ss_30_42_10_90 Unbonded calcium sulfate-based scree石膏プラスター塗り（仕上げ）システム

(内外装) タイルカーペット T7 m2 EF_30_20 Floors 床 Ss_30_42_72_10 Carpet tile systems カーペットタイルシステム Pr_35_57_11_62 Pile carpet tiles パイルカーペットタイル

内部 3階_廊下 巾木 ソフト巾木 H=60 ｍ EF_25_10 Walls 壁 Pr_35_90_43_63 Plastics skirtings プラスチック幅木

(内外装) ソフト巾木 H60 ｍ EF_25_10 Walls 壁 Pr_35_90_43_63 Plastics skirtings プラスチック幅木

内部 3階_廊下 壁 EP PB t=12.5+9.5共 m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_25_25_45_35 Gypsum board wall lining systems （乾式）石膏ボード壁システム Pr_25_71_52_38 Gypsum plasterboards 石膏プラスターボード

(内外装) 石膏ボード T9.5+12.5　目地処理共 m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_25_25_45_35 Gypsum board wall lining systems （乾式）石膏ボード壁システム Pr_25_71_52_38 Gypsum plasterboards 石膏プラスターボード

(塗装) ＥＰ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面 m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_40_90_60_95 Waterborne paint systems 水性塗料システム Pr_35_31_22_94 Water-based finishing coats 水性仕上げコート

内部 3階_廊下 壁 EP ﾓﾙﾀﾙ　t=20共 m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_32_46_65 Plaster coating systems 石膏塗装（左官仕上げ）システム

(左官) モルタル塗り T20  塗装下 m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_32_46_65 Plaster coating systems 石膏塗装（左官仕上げ）システム

(塗装) ＥＰ塗 ﾓﾙﾀﾙ面 m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_40_90_60_95 Waterborne paint systems 水性塗料システム Pr_35_31_22_94 Water-based finishing coats 水性仕上げコート

内部 3階_廊下
天井 岩綿吸音板

t=12
PB t=12.5+9.5共
軽鉄天井下地　H=500

m2 EF_30_20 Floors 床 Ss_30_25_10_35 Gypsum board suspended ceiling syste石膏ボード吊り天井システム Pr_25_71_52_80 Sound insulation gypsum plasterb遮音石膏プラスターボード

(金属) 天井軽鉄下地 19型 @360 m2 Pr_20_29_14_87 Suspended ceiling clips 吊り天井用クリップ

(内外装) 岩綿吸音板 T12　捨張り石膏ﾎﾞｰﾄﾞT9.5共 m2 EF_30_20 Floors 床 Ss_30_25_10_35 Gypsum board suspended ceiling syste石膏ボード吊り天井システム Pr_25_71_52_80 Sound insulation gypsum plasterb遮音石膏プラスターボード

(金属) 天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製 箇所 Ss_30_36_10 Ceiling hatch systems 天井ハッチ（天井点検口）システム

(金属) (LGS下地開口補強) (設備関連等) ｍ

内部 3階_廊下 回縁 回縁 塩ビ ｍ Ss_30_25_10_80 Soffit lining and beam casing system軒裏ライニングおよびビームケーシング（廻り縁とけらば包み）システム

(金属) 廻縁 塩ﾋﾞ製 ｍ Ss_30_25_10_80 Soffit lining and beam casing system軒裏ライニングおよびビームケーシングPr_35_90_43_12 Ceiling perimeter trims 天井周囲トリム

3階_事務室 m2 SL_20_15_59 Offices 事務所

内部 3階_事務室 床 タイルカーペット t=7 m2 EF_30_20 Floors 床 Ss_30_42_72_10 Carpet tile systems カーペットタイルシステム Pr_35_57_11_62 Pile carpet tiles パイルカーペットタイル

(左官) モルタル塗り 張物下 m2 EF_30_20 Floors 床 Ss_30_42_10_90 Unbonded calcium sulfate-based scree石膏プラスター塗り（仕上げ）システム

(内外装) タイルカーペット T7 m2 EF_30_20 Floors 床 Ss_30_42_72_10 Carpet tile systems カーペットタイルシステム Pr_35_57_11_62 Pile carpet tiles パイルカーペットタイル

内部 3階_事務室 巾木 ソフト巾木 H=60 ｍ

(内外装) ソフト巾木 H60 ｍ EF_25_10 Walls 壁 Pr_35_90_43_63 Plastics skirtings プラスチック幅木

内部 3階_事務室 壁 ビニルクロス PB t=12.5+9.5共 m2 EF_25_10 Walls 壁

(内外装) 石膏ボード T9.5+12.5　目地処理共 m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_25_25_45_35 Gypsum board wall lining systems （乾式）石膏ボード壁システム Pr_25_71_52_38 Gypsum plasterboards 石膏プラスターボード

(内外装) ビニルクロス ﾎﾞｰﾄﾞ面 m2 EF_25_10 Walls 壁 Pr_35_57_22_95 Vinyl roll coverings ビニールロールカバーリング

内部 3階_事務室 壁 ビニルクロス PB t=12.5GL共 m2 EF_25_10 Walls 壁

(内外装) 石膏ボード T12.5　GL工法　目地処理共 m2 EF_25_10 Walls 壁 Ss_25_25_45_35 Gypsum board wall lining systems （乾式）石膏ボード壁システム Pr_25_71_52_38 Gypsum plasterboards 石膏プラスターボード

(内外装) ビニルクロス ﾎﾞｰﾄﾞ面 m2 EF_25_10 Walls 壁 Pr_35_57_22_95 Vinyl roll coverings ビニールロールカバーリング

内部 3階_事務室 天井 岩綿吸音板
t=12
PB t=12.5+9.5共

軽鉄天井下地　H=500

m2 EF_30_20 Floors 床 Ss_30_25_10_35 Gypsum board suspended ceiling syste石膏ボード吊り天井システム Pr_25_71_52_80 Sound insulation gypsum plasterb遮音石膏プラスターボード

(金属) 天井軽鉄下地 19型 @360 m2 Pr_20_29_14_87 Suspended ceiling clips 吊り天井用クリップ

(内外装) 岩綿吸音板 T12　捨張り石膏ﾎﾞｰﾄﾞT9.5共 m2 EF_30_20 Floors 床 Ss_30_25_10_35 Gypsum board suspended ceiling syste石膏ボード吊り天井システム Pr_25_71_52_80 Sound insulation gypsum plasterb遮音石膏プラスターボード

(金属) 天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製 箇所 Ss_30_36_10 Ceiling hatch systems 天井ハッチ（天井点検口）システム

(金属) (LGS下地開口補強) (設備関連等) ｍ

内部 3階_事務室 回縁 回縁 塩ビ ｍ Ss_30_25_10_80 Soffit lining and beam casing system軒裏ライニングおよびビームケーシングPr_35_90_43_12 Ceiling perimeter trims 天井周囲トリム

(金属) 廻縁 塩ﾋﾞ製 ｍ Ss_30_25_10_80 Soffit lining and beam casing system軒裏ライニングおよびビームケーシングPr_35_90_43_12 Ceiling perimeter trims 天井周囲トリム

内部 3階_事務室 回縁 ブラインドボックス ｱﾙﾐ ｍ

・モデル有無
・情報の有無

等

中科目 細目 使用部
品

分類ポリ
シー

S0 S1（基本計画） S2（基本設計） S3

LOMD（Level Of Model Definition） LOMD（Level Of Model Definition）

LOD
Level Of Detail

LOI
Level Of Information

LOD
Level Of Detail

LOI
Level Of Information

Uniclass2015 その他の分類情報 Unickass2015 その他の分類情報

数量
㎡、箇所

種別
（名前）

摘要
（仕様）

数量
㎡

種別
（名前）

摘要
（仕様）

概算手法（Level Of Costing） B A

《 LOC 成果品のイメージ（仮の仮） 》 情報委員会 ／ 分類体系WG ／ LOC（Level of Costing）サブWG
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➃LOCの策定



設備WG
2021年より開始
村瀬 ⾱ 篠原 ⼩縣 ⽵林 酒本 ⾕内 北條 安達 ⽵⾺

1.ステージ別概算⽅針すり合わせ
（S2, 4段階での各社概算⼿法について情報共有）
2.ステージ別概算アウトプットのイメージ

3.ステージ別概算アウトプットに合わせたLOC策定
4.上記へのUniclass2015適⽤可能性検討
5. LOCとUniclass2015のマッピング
6. S3標準モデルを使⽤したS3ユースケース作成（内訳書作成など）
7. S3標準モデルをS2モデルとして抽象化しS2ユースケース作成



③ステージ別概算アウトプットイメージ

③BIM 設備積算



③ステージ別概算アウトプットに合わせたLOC策定
S0 S1 S2 S4

内装

間仕切

内部 間仕切 軽鉄間仕切（性能）

内部 間仕切 軽鉄間仕切（一般）

(金属) 軽鉄間仕切 65型 @450

(金属) 軽鉄間仕切用開口補強 65型用

内部 間仕切 コンクリートブロック

(組積) コンクリートブロック T120　空洞ﾌﾞﾛｯｸ16　塗下

内部 間仕切 木製間仕切

内部 間仕切 パーティション

3階_廊下

内部 3階_廊下 床 タイルカーペット t=7

(左官) モルタル塗り 張物下

(内外装) タイルカーペット T7

内部 3階_廊下 巾木 ソフト巾木 H=60

(内外装) ソフト巾木 H60

内部 3階_廊下 壁 EP PB t=12.5+9.5共

(内外装) 石膏ボード T9.5+12.5　目地処理共

(塗装) ＥＰ塗 ﾎﾞｰﾄﾞ面

内部 3階_廊下 壁 EP ﾓﾙﾀﾙ　t=20共

(左官) モルタル塗り T20  塗装下

(塗装) ＥＰ塗 ﾓﾙﾀﾙ面

内部 3階_廊下
天井 岩綿吸音板

t=12
PB t=12.5+9.5共
軽鉄天井下地　H=500

(金属) 天井軽鉄下地 19型 @360

(内外装) 岩綿吸音板 T12　捨張り石膏ﾎﾞｰﾄﾞT9.5共

(金属) 天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製

(金属) (LGS下地開口補強) (設備関連等)

内部 3階_廊下 回縁 回縁 塩ビ

(金属) 廻縁 塩ﾋﾞ製

3階_事務室

内部 3階_事務室 床 タイルカーペット t=7

(左官) モルタル塗り 張物下

(内外装) タイルカーペット T7

内部 3階_事務室 巾木 ソフト巾木 H=60

(内外装) ソフト巾木 H60

内部 3階_事務室 壁 ビニルクロス PB t=12.5+9.5共

(内外装) 石膏ボード T9.5+12.5　目地処理共

(内外装) ビニルクロス ﾎﾞｰﾄﾞ面

内部 3階_事務室 壁 ビニルクロス PB t=12.5GL共

(内外装) 石膏ボード T12.5　GL工法　目地処理共

(内外装) ビニルクロス ﾎﾞｰﾄﾞ面

内部 3階_事務室 天井 岩綿吸音板
t=12
PB t=12.5+9.5共
軽鉄天井下地　H=500

(金属) 天井軽鉄下地 19型 @360

(内外装) 岩綿吸音板 T12　捨張り石膏ﾎﾞｰﾄﾞT9.5共

(金属) 天井点検口 450角　ｱﾙﾐ製

(金属) (LGS下地開口補強) (設備関連等)

内部 3階_事務室 回縁 回縁 塩ビ

(金属) 廻縁 塩ﾋﾞ製

内部 3階_事務室 回縁 ブラインドボックス ｱﾙﾐ

内訳構成の整理 S3 サンプルモデルに当てはめる

④ LOCとUniclass2015のマッピング
内訳構成の整理 S3 サンプルモデルに当てはめる



④ LOCとUniclass2015のマッピング
内訳構成の整理 S3 サンプルモデルに当てはめる

④ S3標準モデルを使⽤したS3ユースケース作成（内訳書作成など）

S3 S3 ユースケース

発
注
者

受
注
側

積
算

積算 要件定義積算 要件定義

積算 設計積算 設計

BEP作成
（数量積算）

BEP作成
（数量積算）

設備BIM作成設備BIM作成 設備データ連携
情報⼊⼒

設備データ連携
情報⼊⼒

意匠BIM作成意匠BIM作成 積算空間データ
連携情報⼊⼒
積算空間データ
連携情報⼊⼒

統合データ連携
情報

統合データ連携
情報

積算モデルから内訳書 算出

設計⇒施⼯
積算・サービス提供者

その他BIM関連業務

積算要件定義
⽀援

積算要件定義
⽀援

S3
設備
概算

S3
設備
概算




